
⑦ 人口が減っても問題ない。人口減少分のＧＤＰ減少は、たった 1 パーセント以下の経済成長を達成すれば軽

くカバーできる。日本人もドバイのようなレベルの国民生活ができてもおかしくはない。まず富国強兵。そ

れだけでも当面のＧＤＰをかなり伸ばす事ができる。インフレになるほど軍需産業に関して、政府支出を増

額してみてはどうか。（自衛官をこれ以上国家が辱めるようなことはするな。トイレットペーパーの件。） 

⑧ 「手遅れにならないと変れない国」からどうやって脱却するか。政府や、誰かに任せることをせず、国民一

人一人が目覚めて動くこと。本日最初に述べた「エル大阪」の件も、たった70件ほどの、組織的でない、自

立した方々からの電話、メールなどですぐに流れが決まった。自立した個人の動きは、昔はばらばらなまま

だったが、いまはＳＮＳによって、ほぼ自動的に組織化されて行く。そしてその方が自由主義圏では力を持

つ。「手遅れにならないと変れない国」の結果、開国が遅れ、大東亜戦争も終戦が遅れ、その後大変な苦労を

することになった。50 年早く開国すればそもそも明治維新の苦労は不要で、合衆国は弱小なままで、多分日

英同盟で世界の覇権の半分、少なくとも三分の一をはじめから我が国はもちえたであろう。大東亜戦争は必

要なかった。サイパンが落ちた時命がけで戦争をやめておれば、台湾も、樺太もそのまま、もっと早くソ連

を壊滅させる事ができたし、チャイナ共産党の跋扈もなかった。すべて我が国の対応が遅い事が世界の不安

定の「原因である。 

⑨ 救い。 『鬼滅の刃』日本は大丈夫。日本が大丈夫なら世界は大丈夫。日本がどうなるかは、大阪・西日本

にかかっている。 

⑩ いわゆる『大阪都構想』は大阪市民に２度否定され、「維新の会」はかなり求心力を失った。 大阪の２重行

政を解消する南木案は、大阪市を残したまま、大阪府知事が、大阪市長を兼任する南木案を採用せよ。 

⑪ 縄文人は偉かったのだ。我が国の根本精神は縄文１万年以上の「平和共存思想」を基底に持つ。 

⑫ アメリカの『因果応報』はこれから。地霊。カリフォルニア。多言語。「銃、病原菌、鉄」。アメリカは将来

どういう地域になるか。   

⑬ ＬＧＢＴ法案と 稲田朋美氏。結論から言えば結局自民党の元の法案も今国会で流れてしまえば一番よい。 

元の法案も「理念法」として国民を縛るもの。この件で日本人に法律は不要。プラトンの『饗宴』を読んで

から議論して欲しい。⑬一神教で世界を纏めることはできないのではないか。 

⑭「ブルーリボン訴訟 大阪地裁」次回は第４回９月１０日午後２時より。傍聴券抽選は1時25分です。 

「フジ住宅裁判 控訴審大阪高裁」第4回期日大阪高等裁判所７月14日（水）午後２時。傍聴券抽選は1時25

分。『愛知トリエンナーレの天皇陛下へのヘイトを許さない会』による裁判、近く提訴予定。 

⑮「ツイキャス しぇりー」明日27日午後9時55分から、松本シェリーさんの番組に南木は音声出演します。 

（参考図書）「ＡＬＡが創る未来」（PHP出版）北尾吉孝 （推薦する書籍）8月号の「ＷＩＬＬ」「Ｈａｎａｄａ」「「正論」 

「ルネサンス2021.6 vol.8 インテリジェンスタイコク日本の復活」（ナニワの激オコおばちゃん、掲載されている。） 

「中国の電撃侵略」（産経）門田隆将×石平      「戦うことは悪ですか」（扶桑社）葛城奈海   

「命がけの証言」（ＷＡＣ）清水ともみ + 楊海英    「きみの大逆転」 (ワニブックス)青山繁晴       

「美しき日本の残像」（朝日書店）アレックス・カー   「働く人の資本主義」（春秋社）出光佐三 

「世界のニュースを日本人は何も知らない」①②（ワニブックス）谷本真由美  「Hanada大村知事リコール」   

「自省録」（岩波）マルクス・アウレリウス       「空の神兵と呼ばれた男たち」（ハート出版） 奥本 實   

「親日韓国人ですが、何か？」（悟空出版）ＷＷＵＫ×呉善花   「我、国連でかく戦えり」（ワニ・プラス）藤木俊一  

「英国諜報員 アシェンデン」（新潮文庫）サマセット・モーム 「逝きし世の面影」（平凡社）渡辺京二  

「習近平が隠蔽したコロナの正体」河添惠子（WAC）   「石平の眼 日本の風景と美」石平（ＷＡＣ） 

「銃、病原菌、鉄」。（草思社文庫）ジャレド・ダイアモンド 

「捏造メディアが報じない真実」（ＷＡＣ）大高未貴   

「マルクス・アウレリウス・自省録」岸見一郎（NHKブックス）        

「知っておきたい和食の秘密」（勉誠出版）渡辺望        「中国解体2021」（徳間書店）宮崎正弘  

「違和感の正体」・「バッシング論」（新潮新書）先崎彰容 

「自立国家日本のつくり方」（DIRECT）北野幸伯  

（左派の書籍）「愛知トリエンナーレ展示中止事件」（岩波書店） 

（南木が繰り返し推薦する名著）   

「ツキの大原則」（現代書林）西田文郎  

「隠れていた宇宙 下」（早川書房）ブライアン・グリーン 以上 



 令和３年6月26日（土） 

第52回南木倶楽部全国勉強会（第137回大阪読書研究会）   南木隆治（みなきたかはる） 

情況と本質 
（オリンピック実施がほぼ確定してよかった。「表現の不自由展」の「エル大阪（大阪府立労働センター）」での 

中止は良かった。 

南木は個人的に「コロナ」を押さえ込める市販サプリメントを見つけたと思っている。使っている。それは長崎 

大学で治験中の「５－ＡＬＡ」。何でも自分でよく考えねばならないことを本日は話す。） 

① オリンピック、パラリンピックの実施が決まって、本年の我が国最大の防衛上の危機はなくなった。台湾も

大丈夫だ。ワクチンはもう限界が見えた。治療薬に焦点を移すべき。若い人は絶対ワクチンをするべきでな

いと思う。河野大臣はお役目であるとはいえ、無責任すぎる。本当に国民の事を思うなら、少なくとも10年

間必要な治験を飛ばしているのだから、「絶対大丈夫」のようなことは言うべきでない。尾身会長は本性を表

した。1年間国民に自粛のみを求め、医療制度、医師会の改革を提言しなかった責任は重大。もし、別のウイ

ルスによってアメリカのような情況になったらどうするのかを絵に描いて国民に示す必要があったのにしな

かった。東京オリンピックをやめさせたいという勢力で、チャイナのウイグル問題を厳しく追及しているも

のはいるか。東京五輪は成功、北京五輪は開催できないか、ボイコットで正解。 

② 何度も言うが、アメリカ海軍の「核シェアリング」我が国には、絶対的、死活的に必要。政治家はここを頑

張って欲しい。せめてＮＡＴＯ諸国並にならねば。なお、非核 3 原則のままで核シェアリングは可能。ここ

が南木案の優れているところ。アメリカが乗ってこないのだったら、英国海軍に我が国の最新潜水艦を売却

して、核ミサイルか、超音速トマホークを搭載できるように改装し、日英同盟を結んで、南シナ海に、英国

に属する潜水艦に常駐してもらっても良い。その全費用を我が国が持つといえば、英国は喜んで乗ってくる

はず。日英同盟復活は歴史の必然。必ずそこ前行く。行かない時はチャイナ共産党が全人類を支配した時。 

南木は教師になる前、1 年間だが薬品会社（小野薬品）に勤務した事があるので、いまでも薬品に関しては大体

の事は分かる。それで「イベルメクチン」「アビガン」他色々、個人輸入も含めて検討し、研究した。（ほと

んどの薬品は個人輸入でき、自己責任で使用できることを知っておくべき）その結果、現在、長崎大学医学

部で臨床治験中のこの物質「５－ＡＬＡ」が最も有効と結論し、実際南木は使っている。健康食品で売られ

ているから誰でもすぐに買うこともできる。現在、我が国しかこの純度のものは作れない。 
www.nagasaki-u.ac.jp/ja/science/science225.html 

5-アミノレブリン酸（5-ALA）による新型コロナウイルス感染 ... 

2021/2/9 -・5-ALAは、細胞毒性もなく濃度依存的に抗ウイルス効果を示しました。 【論文タイトルと著者】 タイトル 5-aminolevulinic ac
id inhibits SARS-CoV-2 infection in vitro 著者 櫻井康晃（長崎大学熱帯医学研究所／感染症共同 ... 
この物質の販売権を巡っては既にＳＢＩ証券創業者の買占め、乗っ取り騒動など、少し前に話題になった事があ

る。（コロナ騒ぎ以前に。時間があればそのいきさつも話します。） 

④ ②の話に戻るが、チャイナ共産党崩壊後、国連常任理事国にチャイナの後継国家が就任する事は絶対に阻止

しなければならない。我が国でなければならない。常任理事国は皆核武装している。まずは一刻も早くアメ

リカ海軍の核をシェアリングしなければならない。 

⑤ アメリカが万が一弱体化して、あるいは「内戦」となり、ハワイ以東に引き上げる可能性のあるときは、そ

うなると核シェアリング（潜水艦搭載のミサイルはハワイからではもう届かない）が出来なくなり「契約違

反」となるので、第 7 艦隊を我が国が丸ごとレンタル、あるいは買取まで考えておくべき。必ず我が国の復

活をするという決意を国民が持つべき。今の若い世代は、我が国の経済力の絶頂期（1989 年）を知らないか

ら、それは年長者が教え、準備しておくべき。 

⑥ 基本認識として我が国はそのポテンシャルエネルギーとして、この 4 つの島だけで、全ヨーロッパ、そして

合衆国と匹敵できる力があるということ。1989 年のＧＤＰは英独仏すべてをあわせたより大きかったし、東

京の地価だけで、全アメリカの土地を買う事ができた。そういう資料はないが、南木は戦国時代末期、関が

原から、徳川幕府の初期のころの我が国のＧＤＰは同じく、当時の全ヨーロッパＧＤＰの総和に匹敵したの

ではないかと思っている。今後もそのような国家を目指さねばならない。 


